
 

平成18年６月期 第３四半期財務・業績の概況（連結） 

平成18年５月11日 

上場会社名 朝日インテック株式会社    （コード番号：7747 東証･名証第二部、ＪＱ） 

（URL http://www.asahi-intecc.co.jp/） 

問合せ先 代表者役職・氏名 代表取締役社長 宮田 尚彦  ＴＥＬ：（052）768－1211 

 責任者役職・氏名 常務取締役管理本部長 竹内 謙弐 

 

１．四半期財務情報の作成等に係る事項 

① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ：有 

・たな卸資産のたな卸高は帳簿たな卸によって算定しております。その他影響額が僅少なものに

ついては、一部簡便な方法を採用しております。 

② 最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ：無 

③ 連結及び持分法の適用範囲の異動の有無 ：有 

・連結（新規）２社（ASAHI INTECC HANOI CO.,LTD.、コンパスメッドインテグレーション㈱） 

 

２．平成18年６月期第３四半期財務・業績の概況（平成17年７月１日～平成18年３月31日） 

(１)経営成績（連結）の進捗状況 （百万円未満切捨） 

 
売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

四半期(当期) 

純 利 益 
 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％

平成18年6月期第３四半期 7,302（27.9） 1,839（46.2） 1,864（57.7） 1,106（51.9）

平成17年6月期第３四半期 5,708（ ― ） 1,258（ ― ） 1,182（ ― ） 728（ ― ）

(参考)平成17年6月期 7,888 1,621 1,478 899 

 

 
１株当たり四半期 

(当期)純利益 

潜在株式調整後 

１株当たり四半期 

(当期)純利益 
 円 銭 円 銭

平成18年6月期第３四半期 69 77 69 73 

平成17年6月期第３四半期 102 41 ― 

(参考)平成17年6月期 122 30 ― 
（注）1. 売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示しております。 

2. 平成17年６月期第３四半期は四半期財務諸表の作成初年度であるため、対前年同四半期増減率につき

ましては記載しておりません。 

3. 平成17年８月19日付で株式１株につき２株の株式分割を行っております。 

 

［経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等］ 

当第３四半期におけるわが国経済は、企業収益の改善や設備投資が回復傾向にあり、さらには株価が

上昇する等、緩やかな景気回復基調にあります。 

このような経営環境の中、当社グループは平成 17 年７月から 10 年間における長期経営構想『ASAHI

INTECC SUCCESS 300』を掲げ、継続的に安定した成長を目指すとともに、当連結会計年度を、長期経

営構想下の中期３ヵ年計画である「中期経営計画 06-08」の初年度として、各事業で成長戦略の加速と

経営体質の基盤強化に取り組んでおります。 

その結果、当第３四半期も特に医療機器分野において順調な業績で推移し、売上高 73 億２百万円（前

年同期比 27.9％増）、営業利益 18 億 39 百万円（同 46.2％増）、経常利益 18 億 64 百万円（同 57.7％増）、

第３四半期純利益 11 億６百万円（同 51.9％増）を計上いたしました。 
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(２)財政状態（連結）の変動状況 

 

 
総 資 産 株 主 資 本 株主資本比率 １株当たり株主資本

 百万円 百万円 ％ 円 銭

平成18年6月期第３四半期 16,089 11,320 70.4 714 12 

平成17年6月期第３四半期 11,732 6,591 56.2 924 99 

(参考)平成17年6月期 15,222 10,335 67.9 1,300 75 

 

【連結キャッシュ・フローの状況】 

 

 

営業活動による

キャッシュ・フロー

投資活動による

キャッシュ・フロー

財務活動による 

キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物

期 末 残 高

 百万円 百万円 百万円 百万円

平成18年6月期第3四半期 996 △1,319 △446 3,462 

平成17年6月期第3四半期 635 △717 △514 2,429 

(参考)平成17年6月期 899 △2,418 2,669 4,185 

 

［財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等］ 

当第３四半期の財政状態は、前年同期と比較して総資産は43億57百万円増加しました。これは主に現

金及び預金の増加15億83百万円、有形固定資産の増加12億31百万円によるものであります。株主資本は

47億28百万円増加し、株主資本比率は70.4％となりました。これは主に資本金の増加17億70百万円、資

本剰余金の増加17億69百万円によるものであります。 

キャッシュ･フローの状況につきましては次のとおりであります。 

営業活動によるキャッシュ･フローは、９億96百万円の増加となりました。主な要因は、たな卸資産

の増加３億65百万円及び法人税等の支払額７億51百万円があったものの、税引前四半期純利益が17億93

百万円となったことによるものであります。 

投資活動によるキャッシュ･フローは、13億19百万円の減少となりました。主な要因は、定期預金の

払戻による収入16億28百万円があったものの、有形固定資産の取得による支出13億45百万円、投資有価

証券の取得による支出５億57百万円、及び土地使用料による支出２億72百万円があったことによるもの

であります。 

財務活動によるキャッシュ･フローは、４億46百万円の減少となりました。主な要因は、長期借入に

よる収入６億円があったものの、長期借入金の返済による支出９億32百万円及び配当金の支払額２億36

百万円があったことによるものであります。 

 

○ 添付資料 

・（要約）四半期連結貸借対照表、（要約）四半期連結損益計算書 

・（要約）四半期連結キャッシュ･フロー計算書、セグメント情報 

 

以上 
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【参 考】 

平成18年６月期の連結業績予想（平成17年７月１日～平成18年６月30日） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

 百万円 百万円 百万円

通 期 9,341 1,846 945 

（参考）１株当たり予想当期純利益（通期）  59円66銭 
 

［業績予想に関する定性的情報等］ 

当期の予想につきましては、平成18年１月６日発表の業績予想の修正に関するお知らせによる通期

の連結業績予想数値に変更はありません。 

※ 上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実な要因に

係る本資料発表日現在における仮定を前提としております。実際の業績は、今後様々な要因によって大きく

異なる結果となる可能性があります。 
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経営成績 

第３四半期の概況 

当第３四半期（平成 17 年７月～平成 18 年３月）の経営成績は、売上高 73 億２百万円（前年同期

比 27.9％増）、営業利益 18 億 39 百万円（同 46.2％増）、経常利益 18 億 64 百万円（同 57.7％増）、

四半期純利益 11 億 6 百万円（同 51.9％増）となりました。事業の種類別セグメントの営業概況は以

下となります。 

 

＜メディカル事業＞ 

メディカル事業の関連する医療機器業界におきましては、国内市場では、平成 18 年４月に償還価格

の引下げ、診療報酬の改定、診療報酬包括化の対象病院の拡大等が行われ、また国内・海外市場を問わ

ず、大手医療機器企業間のＭ＆Ａによる企業編成や、新製品開発や価格面での競争が激化するなど、市

場環境はいっそう厳しくなっております。しかしＰＴＣＡ治療に関しては、米国を中心に各国で薬剤ス

テントの普及が拡大することなどに伴いＰＴＣＡ治療件数が増加しており、今後も拡大する傾向にあり

ます。 

このような環境の中、当社グループは、医療機器分野における循環器系の治療用カテーテルシステム

について、グローバル展開を加速化する事を中期戦略の一つに掲げております。主力製品ＰＴＣＡガイ

ドワイヤーについては、米国大手アボット ラボラトリーズ社等の販売網をもとに、北米地域・欧州地

域、さらにはアジア地域を中心として受注は大きく拡大しております。また、国内市場においてもリニ

ューアル新製品であるガイディングカテーテルの市場投入が順調に進んでおります。このような結果、

治療用カテーテルシステムは、前年同期に対して売上は大きく伸長いたしました。 

一方、検査用カテーテルシステムについては、競合品との競争激化の影響を受けたものの、国内外共

に販促活動を強化し、前年同期に対して売上は微増いたしました。 

以上の結果、売上高は 40 億 92 百万円（前年同期比 45.8％増）となりました。 

 

＜メディカルデバイス事業＞ 

メディカルデバイス事業の関連する医療機器業界におきましては、国内では政府の医療費抑制政策、

同業者間における価格競争が激化していることにより、大手医療機器企業が強力な販売網を活かし販売

に注力すべく、製品製造について当社のような技術力、生産力に強みを持つ企業にアウトソーシングに

委ねる傾向にあります。 

このような環境の中、ＯＥＭ供給品につきましては、国内医療機器メーカー向けの取引量が増加傾向

にあり、前年同期に対して売上は増加しております。 

また、医療用部材については、国内市場向けの内視鏡関連製品は現在回復基調にあるものの減少して

おりますが、ケーブルチューブ「ＡＣＴＯＮＥ（アクトワン）」が米国市場において顧客製品の市場投

入が現在一段落した傾向にあるものの、上期を中心に売上が好調でありましたので、前年同期に対して

売上は伸長いたしました。 

以上の結果、売上高は 12 億 40 百万円（前年同期比 9.2％増）となりました。 

 

＜インダストリアルデバイス事業＞ 

インダストリアルデバイス事業に関連する産業機器業界におきましては、企業収益の改善を背景とし

た設備投資の拡大が見込まれるものの、国内競合メーカーとの価格競争に加え､韓国・中国を中心とし

た海外廉価製品との価格競争が激化するなど、厳しい環境におかれております。 

このような環境の中、端末加工品につきましては、国内企業向けの液晶関連製品の売上が減少したも

のの、国内及び海外のＯＡ機器メーカー向けのプリンター用チャージワイヤーや光学駆動用端末加工な

どの受注が増加し、前年同期に対して売上はほぼ横ばいに推移いたしました。 

一方、ワイヤー素材につきましては、自動車用セラミックス製フィルターカット用ロープや自動二輪

車用コントロールケーブルの需要拡大、さらには警察庁向け拳銃盗難防止ワイヤーの新規受注や、海外

向けの印刷機用タングステン線材の受注が拡大傾向にあるなど、前年同期に対して売上は増加いたしま

した。 

以上の結果、売上高は 19 億 69 百万円(前年同期比 11.6％増)となりました。 
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〔添付資料〕 

１．（要約）四半期連結貸借対照表 
（単位：千円、％） 

当四半期 

(平成18年６月期

第３四半期末) 

前年同四半期 

(平成17年６月期

第３四半期末) 

対前年同期増減 
(参考) 

平成17年６月期科目 

金額 金額 金額 増減率 金額 

(資産の部)  

Ⅰ 流動資産  

1.現金及び預金 4,548,077 2,964,348 1,583,729 53.4 6,270,682

2.受取手形及び売掛金 2,053,075 1,836,969 216,105 11.8 1,975,253

3.たな卸資産 1,799,205 1,458,352 340,853 23.4 1,408,294

4.繰延税金資産 177,191 144,453 32,738 22.7 104,128

5.その他 539,003 394,741 144,262 36.5 435,859

貸倒引当金 △988 △1,171 183 △15.6 △1,114

流動資産合計 9,115,565 6,797,693 2,317,872 34.1 10,193,103

Ⅱ 固定資産  

1.有形固定資産 5,116,098 3,884,182 1,231,915 31.7 4,066,896

2.無形固定資産 123,540 143,693 △20,153 △14.0 155,739

3.投資その他の資産 1,758,297 993,816 764,481 76.9 830,300

貸倒引当金 △24,100 △87,300 63,200 △72.4 △23,100

固定資産合計 6,973,836 4,934,392 2,039,443 41.3 5,029,836

資産合計 16,089,401 11,732,086 4,357,315 37.1 15,222,940

(負債の部)  

Ⅰ 流動負債  

1.支払手形及び買掛金 613,425 586,054 27,371 4.7 575,212

2.短期借入金 1,404,004 1,643,848 △239,844 △14.6 1,512,948

3.未払金 237,528 211,235 26,293 12.4 228,985

4.未払法人税等 349,386 321,726 27,660 8.6 388,087

5.賞与引当金 164,859 140,072 24,787 17.7 56,879

6.その他 246,554 192,372 54,181 28.2 314,233

流動負債合計 3,015,758 3,095,308 △79,550 △2.6 3,076,347

Ⅱ 固定負債  

1.長期借入金 1,156,291 1,459,229 △302,938 △20.8 1,237,942

2.退職給付引当金 156,235 134,700 21,535 16.0 136,741

3.役員退職慰労引当金 378,966 362,666 16,299 4.5 370,816

4.その他 42,699 88,445 △45,746 △51.7 65,974

固定負債合計 1,734,192 2,045,042 △310,849 △15.2 1,811,474

負債合計 4,749,951 5,140,351 △390,399 △7.6 4,887,822

（少数株主持分）  

少数株主持分 18,826 ― 18,826 ― ―

(資本の部)  

Ⅰ 資本金 4,167,950 2,397,550 1,770,400 73.8 4,167,950

Ⅱ 資本剰余金 4,060,960 2,291,760 1,769,200 77.2 4,060,960

Ⅲ 利益剰余金 3,147,475 2,133,265 1,014,209 47.5 2,304,211

Ⅳ その他有価証券評価 
差額金 

14,844 3,001 11,842 394.6 2,310

Ⅴ 為替換算調整勘定 △70,448 △233,841 163,393 △69.9 △200,313

Ⅵ 自己株式 △156 ― △156 ― ―

資本合計 11,320,624 6,591,735 4,728,889 71.7 10,335,118

負債・少数株主持分 
及び資本合計 

16,089,401 11,732,086 4,357,315 37.1 15,222,940
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２．（要約）四半期連結損益計算書 

（単位：千円、％） 

当四半期 

(平成18年６月期

第３四半期) 

前年同四半期 

(平成17年６月期

第３四半期) 

対前年同期増減 
（参考） 

平成17年６月期科目 

金額 金額 金額 増減率 金額 

Ⅰ 売上高 7,302,472 5,708,738 1,593,734 27.9 7,888,721

Ⅱ 売上原価 3,003,645 2,409,068 594,576 24.7 3,462,031

売上総利益 4,298,826 3,299,669 999,157 30.3 4,426,689

Ⅲ 販売費及び一般管理費 2,459,338 2,041,578 417,760 20.5 2,805,234

1.発送運搬費 146,112 133,787 12,325 9.2 195,764

2.役員報酬 235,287 198,430 36,857 18.6 264,862

3.給与手当及び賞与 614,015 506,363 107,652 21.3 746,741

4.賞与引当金繰入額 89,065 73,467 15,597 21.2 29,489

5.減価償却費 46,435 38,867 7,567 19.5 54,861

6.研究開発費 505,495 426,023 79,471 18.7 588,054

7.その他 822,927 664,639 158,288 23.8 925,460

営業利益 1,839,487 1,258,090 581,397 46.2 1,621,454

Ⅳ 営業外収益 57,108 12,263 44,845 365.7 13,913

1.受取利息及び配当金 1,915 1,134 781 68.8 1,491

2.為替差益 14,941 ― 14,941 ― ―

3.その他 40,250 11,128 29,122 261.7 12,421

Ⅴ 営業外費用 31,894 87,805 △55,911 △63.7 156,445

1.支払利息 25,161 43,900 △18,738 △42.7 56,730

2.為替差損 ― 6,793 △6,793 △100.0 8,288

3.その他 6,732 37,111 △30,378 △81.9 91,426

経常利益 1,864,701 1,182,548 682,153 57.7 1,478,922

Ⅵ 特別利益 1,599 367 1,231 335.1 480

1.固定資産売却益 1,473 367 1,105 300.9 480

2.貸倒引当金戻入益 125 ― 125 ― ―

Ⅶ 特別損失 73,158 2,594 70,564 2,720.1 6,305

1.固定資産売却損 136 499 △362 △72.6 3,408

2.固定資産除却損 52,579 2,095 50,484 2,409.5 2,897

3.減損損失 5,791 ― 5,791 ― ―

4.たな卸資産評価損 10,145 ― 10,145 ― ―

5.たな卸資産除却損 4,504 ― 4,504 ― ―

税引前四半期(当期) 

純利益 
1,793,142 1,180,321 612,820 51.9 1,473,097

税金費用 688,262 452,185 236,077 52.2 574,016

少数株主損失 1,173 ― 1,173 ― ―

四半期(当期)純利益 1,106,052 728,135 377,917 51.9 899,081
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３．（要約）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円） 

当四半期 

(平成18年６月期 

第３四半期) 

前年同四半期 

(平成17年６月期 

第３四半期) 

(参考) 

平成17年６月期 科目 

金額 金額 金額 

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー    

1.税引前四半期(当期)純利益 1,793,142 1,180,321 1,473,097 

2.減価償却費 316,417 238,544 335,839 

3.賞与引当金の増加額 107,979 100,257 17,065 

4.支払利息 25,161 43,900 56,730 

5.売上債権の増加額 △44,874 △274,714 △404,419 

6.たな卸資産の増加額 △365,414 △248,350 △188,241 

7.仕入債務の増減額（減少：△） 20,109 14,769 △1,351 

8.その他 △81,021 △20,401 38,489 

小計 1,771,499 1,034,326 1,327,210 

9.利息及び配当金の受取額 2,053 778 1,355 

10.利息の支払額 △25,518 △43,568 △57,213 

11.法人税等の支払額 △751,657 △355,650 △371,997 

営業活動によるキャッシュ・フロー 996,377 635,885 899,354 

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー    

1.定期預金の預入による支出 △628,010 △201,032 △1,771,042 

2.定期預金の払戻による収入 1,628,000 208,742 328,742 

3.投資有価証券の取得による支出 △557,849 △12,675 △12,675 

4.有形固定資産の取得による支出 △1,345,402 △643,791 △865,686 

5.有形固定資産の売却による収入 7,047 1,062 2,476 

6.無形固定資産の取得による支出 △32,800 △10,244 △26,849 

7.土地使用料による支出 △272,573 ― ― 

8.その他 △118,290 △59,578 △73,800 

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,319,879 △717,517 △2,418,834 

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー    

1.短期借入金の純増減額（減少：△） 140,000 120,000 70,000 

2.長期借入による収入 600,000 300,000 300,000 

3.長期借入金の返済による支出 △932,893 △1,000,777 △1,294,628 

4.株式の発行による収入 ― 225,600 3,765,200 

5.配当金の支払額 △236,874 △125,526 △125,526 

6.その他 △16,284 △33,366 △45,588 

財務活動によるキャッシュ・フロー △446,051 △514,070 2,669,457 

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額 46,938 △1,344 9,299 

Ⅴ 現金及び現金同等物の増減額 △722,614 △597,047 1,159,276 

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高 4,185,578 3,026,301 3,026,301 

Ⅶ 現金及び現金同等物の期末残高 3,462,963 2,429,253 4,185,578 

－7－ 



  

－8－ 

４．セグメント情報 

〔事業の種類別セグメント情報〕 

当四半期 (単位：千円) 

 メディカル事業 
メディカル 

デバイス事業

インダストリアル

デバイス事業
計 

消去又 

は全社 
連結 

売上高   
外部顧客に 
対する売上高 4,092,646 1,240,667 1,969,158 7,302,472 ― 7,302,472

セグメント間の内部 
売上高又は振替高 115,174 225,821 496,990 837,986 （837,986） ―

計 4,207,820 1,466,488 2,466,148 8,140,458 （837,986） 7,302,472

営業費用 2,562,611 1,097,242 1,937,098 5,596,952 （133,968） 5,462,984

営業利益 1,645,209 369,246 529,049 2,543,505 （704,018） 1,839,487

 

前年同四半期 (単位：千円) 

 メディカル事業 
メディカル 

デバイス事業

インダストリアル

デバイス事業
計 

消去又 

は全社 
連結 

売上高   
外部顧客に 
対する売上高 2,807,950 1,136,580 1,764,207 5,708,738 ― 5,708,738

セグメント間の内部 
売上高又は振替高 61,797 121,608 483,981 667,387 （667,387） ―

計 2,869,748 1,258,188 2,248,188 6,376,125 （667,387） 5,708,738

営業費用 1,797,668 879,606 1,759,275 4,436,551 14,095  4,450,647

営業利益 1,072,079 378,581 488,912 1,939,574 （681,483） 1,258,090

 

 

〔海外売上高〕 

当四半期 (単位：千円) 

 東南アジア地域 北米地域 その他の地域 計 

海外売上高 797,512 1,338,645 634,795 2,770,952

連結売上高  7,302,472

連結売上高に占める 
海外売上高の割合(％) 

10.9 18.3 8.7 37.9

各区分に属する主な国又は地域 

（1）東南アジア地域 ・・・・・ 香港・中国、タイランド等 

（2）北米地域 ・・・・・・・・・・・ 米国 

（3）その他の地域 ・・・・・・・ 欧州、中近東等 

 

前年同四半期 (単位：千円) 

 東南アジア地域 北米地域 その他の地域 計 

海外売上高 716,507 657,830 362,624 1,736,961

連結売上高  5,708,738

連結売上高に占める 
海外売上高の割合(％) 

12.6 11.5 6.4 30.4

各区分に属する主な国又は地域 

（1）東南アジア地域 ・・・・・ 香港（中国）、タイランド等 

（2）北米地域 ・・・・・・・・・・・ 米国、カナダ 

（3）その他の地域 ・・・・・・・ 欧州、中近東等 

 


